
教育目標の努力点・具体策の評価及び改善策 及び 評議員・学校関係者評価委員の意見等 

  黒丸： 本年度の重点    評価・・・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ（それぞれ４・３・２・１点と換算） 

分割点 １≦Ｄ＜１.５  １.５≦Ｃ＜２.５  ２.５≦Ｂ＜３.５  ３.５≦Ａ≦４                                                      令和 7年 2月 6日(木) 

目標 努 力 点 評 価 項 目 
R5 R6 ◎成果 ●課題  ☆改善または継続すること 

（★…今年度中に改善・実施すること） 

第三者(評議員・学校関係者評価委員)に

よる評価・意見等 

１ 

 

進

ん

で

学

ぶ

子 

❶新しい時

代に即し

た資質・

能力の育

成 

○知識・技能の確実な習得が図られ 

たか。 

・学習のきまりの定着※学習の手引き 

 ・個に応じた指導・支援の充実  

 ・家庭学習の習慣化と内容の充実 

 ・主体的な読書活動につながる 

並行読書の推進 

B 

3.４ 

B 

3.2 

 

◎定期的に学習のきまりの振り返りを行うことで、意識させるこ

とができた。 

◎毎朝の読書だけでなく、並行読書を推進したことで、国語科の

言語活動に進んで取り組む児童が増えた。 

◎TT の教員やで授業の教員と協力しながら、個に応じた指導を

実施することができた。 

◎家庭学習の習慣化と内容の充実を図ることができた。 

●読書活動が未だ主体的ではない。 

☆図書の読書活動を推進するために児童が作成したポップを置

くなど工夫する。 

●学習準備ができていない児童は、授業が始まってから教科書等

の準備に出歩く。 

★次の授業の準備をした児童から休み時間にする。 

☆次年度始めの「学習目標」(4月、5月)に明記する。 

１ 進んで学ぶ子について（知） 

 

・各項目の取り組みについて大変良いと思い高く評価で

きる。 

・ＹｏｕＴｕｂｅ等が優先になっているため、いかにし

て本をよんでもらうかを考えるとよい。 

・読書の利点を伝えていくとよい。 

・与えられるのではなく自分で本を選んでみるなどし

て、読書へのきっかけを作るとよい。 

・読書を通して知識や興味を広めてほしい。 

・多様性をひろげていく上で、いろいろな本を読んだ方

がよい。 

・得意、不得意があると思うので、無理に勧めるのでは

なく、その子の得意なものにフォーカスをあてて伸ば

していければいいと思う。 

・ＩＣＴで効率は高まるが、児童の学力も高まるのかを

考えるべきである。 

・夏休みの宿題もＩＣＴ化されて採点等が効率化され

て良い面もあったが、本人が何をやっているのか親

として捉えにくい点もある。 

・宿題などで、ロイロノートやドリルパークなどを積極 

的に取り入れるとよい。 

・ＩＣＴに加えてＡＩの分野も広がっているので使い 

方を考えていく必要がある。 

 

 

 

 

○思考力・判断力・表現力の育成が 

図られたか。 

  ・思考力・判断力を育む発問や学

習活動の工夫 

 ・自分の考えを表現する場の設定 

 

 

 

 

 

Ｂ 

3.4 

 

Ｂ 

3.0 

 

◎授業形態をペアやグループにするなど工夫しながら自分の考

えを表現する場が設定してある。 

◎教科横断的な授業の展開に努めた。 

◎昼の校内放送で学習したことを発表できるようになり、目的意

識をもって自分の考えを表現する機会が設けられている。 

◎個人で考える場、グループで話し合う場等、場を工夫した学習

活動を考えることができた。 

◎国語科で学んだ話し方、メモの取り方などを用いて、グループ

での話し合いを行ったり、また、校外学習や生活科の野菜の観

察にも生かすことができている。 

●学年間で理解・推進に差があった。 

☆思考力・判断力・表現力を育成するために、４・５・６月に研

修を設けたり、相互授業参観をしたりする。 

 （思考力・判断力・表現力を育成する場面において、教師だけ

の話が中心になっていないかなどの視点で授業を振り返り、授

業改善を目指す。） 

 

 

②「主体的・

対話的で

深 い 学

び」に向

けた授業

改善 

○学び合いのある授業の展開がで 

きたか。 

 ・「めあて」「課題」「振り返り」

の適切な設定 

 ・学校課題の推進 

 ・学力向上推進リーダーとの連携 

 ・対話・協働的な学習展開の工夫 

 

 

 

A 

3.5 

 

B 

3.1 

 

◎「めあて」「課題」「振り返り」として、その単元や学習でどん

な力を育成するのかを念頭に置いて授業に臨むことができた。 

◎単元の見通しをもたせ、本時のめあてを児童に考えさせること

ができた。 

◎学力向上推進リーダーが授業を行ったり、毎回の授業を反省し

たり、次回の授業に生かせるような話し合いができている。 

◎ふり返りを書く時間の設定にばらつきが見られるが、学校全体

として同一方向を目指して取り組むことができていた。 

◎学力推進リーダーからのアドバイスをもとに、すぐに授業の見

直し、改善を図ってきた。 

●振り返りは毎時間取り組めていないので努力が必要である。 

★振り返りの仕方について早急に共通理解をする。また、年度始

めの職員会議でも、学習指導主任から周知を図る。 

 ＜例＞言葉で分かったことや次時に取り組みたいことを書く。 

 ＜例＞算数などでは、時として類題を解いて立式やその説明を

行うことも振り返りとしてもよい。 

 

 

   

○主体的な学びに向かうＩＣＴの

活用を実践できたか。 

 ・学年に応じた児童のＩＣＴ活用

能力の育成 

・授業支援クラウドや思考ツー

ル等の効果的な活用 

 ・自分の考えを表現したり、協働

的に活用したりする場の設定 

A 

3.5 

 

B 

3.3 

 

◎発達段階を考慮し、学年の実態に応じた ICTのスキルを継続

的に取り入れている。 

◎ロイロノートで新聞を作成したり、ミライシードで学習を進

めたりするなど、ICTを活用することができた。 

◎児童自身の学びを振り返ることができるようにロイロノー

トを活用している。他学年へ授業の内容を共有する際にも

ICTを用いて授業を行っている。 

☆さらにロイロノートやドリルパークの活用の推進を図る。 

＜具体策＞  

・月に一度、学習指導についての説明の中で、それぞれの教

師のＩＣＴ活用の事例を伝えてもらうなど、効果的な活用の

事例を紹介し合う時間を設ける。 

 ・相互授業参観の際に積極的にＩＣＴを活用する。  

 



２ 

 

思

い

や

り

の

あ

る

子 

❶心の教育

の充実 

○道徳教育の推進が実践できたか。 

 ・考え・議論する道徳の授業の研

究と実践 

 ・成長の見取り（評価）の工夫 

 

 

 

 

 

B 

3.４ 

 

B 

3.1 

 

◎価値項目を念頭に置いて、児童が考えを深める発問や授業内

容を考えて取り組んでいる。 

◎ワークシートを活用し、毎時間、自分事として考えられるよ

うな工夫をするとともに、相手の意見を受容的に受け入れら

れるように話し合いを設けている。 

◎道徳ファイルにワークシートを綴り、継続した見取りができ

るようにしていた。 

◎道徳の授業において、考えるポイントを絞ってお互いの気持

や考えを伝え合ったり、考えたりという時間の確保に努め

た。 

★評価の工夫を行うために、「特別の教科 道徳」としての評価

の研修を充実する。 

☆道徳ノートを活用したり、ロイロノートやワークシートなど

による、感想文や振り返りなどを蓄積したりして指導や評価

に活かす。 

 

 

 

 

２ 思いやりのある子について（徳） 

 

・あいさつができていないということはどういうこと

かを考え直すとよい。 

・地域（町図書館など）では、とくに中学生があいさつ

を積極的に行い素晴らしいと思う。 

・大人でも相手を警戒してあいさつしにくい場面があ

るが、子どもたちは積極的にあいさつをしている姿

をみて感心した。大人からもあいさつを心がけるよ

うにするとよい。 

・あいさつの本当の意味などを伝えるよい。 

・以前は登校班、下校班の人数が多かったこともあり、

大人が恥ずかしくなるくらい大きな声であいさつが

できていたと思う。子どもたちが恥ずかしいと感じ

ないためにも、大人からあいさつを心がければ自然

とあいさつが恥ずかしくなくなるのではないかと思

う。また、高学年のあいさつにつられて低学年ができ

るようになると思われる。 

・あいさつは地域によって、考え方、取り組み方が違っ

てくる場合もある。 

・あいさつが打算的・機械的になってしまっては意味が

ないと思われる。 

・教師が朝、昇降口などであいさつをしている姿は、大

人からあいさつをする姿としてよい。子どももだん

だん心を開いてくれると思われる。 

 

・２組の児童だけでなく、各クラスの中で、個別の支援

を要する児童への支援の仕方について全職員で考え

ていくとよい。 

  

○相手を思いやる心の醸成ができ 

たか。 

 ・人権が尊重された言語・学習環

境づくりの 

推進 

 ・人権意識を高める授業の実践 

  ・船生小の約束の定着（あいさつ

運動の推進） 

 ・家庭との連携の強化 

 

 

B 

3.3 

 

 

B 

2.9 

 

 

◎毎月の学年だよりにて、道徳の授業での児童の発言や考え方

を記載し、共有している。 

◎授業中、休み時間など相手を思いやる人権を尊重した学習環

境づくりができていた。 

◎担任が人権感覚をもって子どもたちと接することを日々意

識することができた。 

●あいさつの意識が低く、あいさつが出来ていない 

★あいさつの必要性・意味について指導を行い、意識の向上を

図る。 

☆来年度は、児童が主体となり代表委員会で話し 

合うなどして改善を図る。 

＜例＞あいさつ運動の実施 

☆船生小として頑張っていかなくてはいけないものとして、「あ

いさつ」を取り上げ、各クラスの学級活動での話し合いの場

面を設ける。 

（なぜ、あいさつはするのか。あいさつすると良い点は何か。

個人でできること、クラスでできることは何か。） 

②居がい感

のある集

団づくり 

○支え合う学級集団・仲間づくりの

推進が行えたか。 

 ・学業指導の充実 

（帰属意識・規範意識の高い学

級づくり） 

 ・縦割り班活動（さわやか班）・

児童会活動の充実 

 ・Ｑ－Ｕ検査等諸検査の活用 

 

A 

3.6 

 

 

 

 

B 

3.2 

 

 

 

 

◎学業指導に関する視点が昨年度よりも意識されてきた。 

◎縦割り班活動では、上学年の児童が下学年の児童の面倒を見

る、という関係性がよくできている。 

◎クラスの課題は、その都度みんなで話し合って考えるように

した。また、日頃から子どもたちの話をよく聞くよう努めた。 

●係・当番活動が機能していないと感じる場面も 

見られた。 

★学活で話し合い場面を設け、係・当番活動の改 

善に活かせるようにさせる。 

・他人ではなく、自分でできることを考えさせ 

る。 

・教師が声かけをして活動するのではなく、自分 

たちで主体的に活動できるようにさせる。 

○児童一人一人の個性の伸長を図 

ることができたか。 

 ・多面的な児童理解・自己肯定感 

を高める指導の充実 

 ・児童指導上の諸問題に対する予

防的な対応と、外部機関も含め

た組織的対応の充実 

 ・日常的・傾聴的教育相談の実施 

 ・特別支援教育の充実（「個別の

教育支援計画」・「個別の指導計

画」の作成と活用） 

A 

3.６ 

 

 

Ｂ 

3.4 

 

 

◎問題の早期解決など報・連・相の連携で行われた。 

◎自己肯定感を高める指導の充実に取り組めている。 

◎児童指導連絡会議がうまくいった指導の仕方を共有する方

針になったことで、指導の充実につながっていると思う。 

◎クラスの人間関係の問題に対して、学校組織で対応できた。

外部機関とも繋ぐことができ、継続的に対応している。 

★特別支援教育の指導の充実 

 ・２組の児童だけでなく、各クラスの中で、個別の支援を要

する児童への支援の仕方について全職員で考えていく。 

 

 

 

 

 



３ 

 

健

康

で

た

く

ま

し

い

子 

❶たくまし

い気力・

体力の向

上 

○運動量のある教科体育の推進を

図ることができたか。 

  ・学習カード、めあてカード等の 

効果的な活用 

 ・体を動かすことに喜びを感じら 

れる体育学習の推進 

 

B 

2.9 

 

Ｂ 

3.1 

 

◎児童が主体となって取り組めるように 

なってきている。 

◎持久走大会頑張りカードが先生たちの家を目指すというコン

セプトになり、児童に大変好評で、意欲的に取り組んでい

た。 

◎学習カードを工夫し、より児童が楽しんで取り組めるものを

作成した。 

◎技能の向上を目指す学習カードが有効 

的に使用されていた。 

★体育学習カードのデータ保存場所の周知によっ 

て、継続して活用できるようにする。 

 

☆６年間継続して、技能の向上が分かるようなワ 

ークシート、または、児童の技能のレベルが次 

年度に引き継げるプリント等を作成する。 

 

 

３健康でたくましい子について（体） 

 

・学校の体育学習の他、個人の得意分野でのスポーツ

活動、家庭での簡単な体操などで体力をつける方法

もあるため児童に伝えるとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クラスによって室内温度が違うように感じたので、

（健康面と学習効率を上げる面において）一定の温

度にした方がよいと思う。 

  

○年間を通した体力づくりの実践 

が行えたか。 

 ・チャレンジタイムの活用 

 ・一人一人がめあてをもって取り

組める体力づくりの実践 

 ・ボールや走を中心とした運動遊

びの奨励 

 

 

B 

3.1 

 

 

B 

3.1 

 

 

 

◎一人一人がめあてをもって取り組める 

ようになってきている。 

◎学習カードや持久走カードが意欲の継 

続につながっていた。 

◎持久走がんばりカードは、子どもたちにとって意欲的に走る良

い手段だったと思う。 

 

●計画的・実質的な体力づくりに欠けた。 

☆チャレンジタイムでは、見通しを明確にした上 

で委員会活動を軸に展開するなどして、進行を児童が行うよ

うにする。 

●夏の暑さでチャレンジタイムが実施できなかった。また、実施

するのかしないのか、曖昧な時が多かった。 

☆チャレンジタイムの実施を週１回にする。 

☆体力づくり推進するために、その遊びの推奨を呼びかけてい

く。 

 

 

②保健・安

全教育の

充実 

○保健指導・保健学習の充実が図ら

れたか。 

 ・健康診断、発育測定、体力テス

トにもとづいた健康指導の実

施 

 ・養護教諭との連携による保健学 

習の充実 

 

B 

3.3 

 

 

Ｂ 

3.2 

 

 

◎歯みがき指導や手洗い教室の実施がで 

きた。 

◎健康指導の実施ができている。 

★歯磨きの指導を今後も継続していく。 

☆歯の治療を促すために、未治療の児童を対象に、 

年に２回の通知を出すようにする。 

 

 

○命を守る安全教育の徹底できた 

か。 

 ・安全意識の高揚（学級活動・行 

事等） 

 ・様々な感染症に対する予防の推 

進・交通安全教室、様々な場面 

を想定した避難訓練の実施 

 ・安全な登下校指導の徹底 

  （スクールバス・徒歩通学の 

約束・マナー） 

 

 

B 

3.3 

 

A 

3.5 

 

 

 

◎今年度は、防火戸を閉じた状況など 

様々な場面を想定した避難訓練が実施できている。 

◎学校全体として、命を守る安全教育の 

徹底に努めている。 

◎交通安全教室など、安全指導は計画的 

に適宜実施できた。 

 

☆登下校の指導については学級指導や個別指導 

を充実させて、今後も継続的に行う。 

 

 

 

 

○食育指導の充実が図られたか。 

 ・給食指導（マナー・ランチルー

ム活用・衛生指導）の推進 

 ・健康的な食生活のあり方につい 

ての指導の推進 

 

 

 

B 

3.3 

 

 

B 

3.0 

 

 

◎静かに会食できている。 

◎安全に給食指導ができている。 

 

●食事のマナーに個人差がある。 

☆給食指導・栄養指導に関しては、今後も発達段階に応じて、

各クラスで計画的・継続的に指導していく。 

 



４ 

 

よ

く

働

く

子 

❶勤労意欲

の醸成 

○清掃指導の推進が図られたか。 

 ・清掃への動機付けと時間いっぱ

い取り組む清掃活動の工夫 

 ・清掃の手順、用具の使い方の徹 

底  

 

 

 

B 

3.3 

 

B 

3.1 

◎清掃時間一生懸命働く児童が多い。 

◎時間いっぱい取り組むことができている。 

◎子どもたちはよく清掃に取り組んでいると思う。また、６年

生の低学年に丁寧に教える姿や励ます姿は素晴らしいと感

じている。 

☆清掃用具の整備を行い、清掃活動の充実を図る。 

・必要な用具の購入。 

・清掃用具の在庫の周知による有効活用。 

（ほうき、黒板消しクリーナーなど） 

 

 

４ よく働く子について（勤） 

 

・１から６年生の組み合わせで活動すること(縦割り班

活動)はとてもよいことだと思う。今後も継続してい

くとよい。 

○勤労体験の推進が図られたか。 

  ・児童が主体的に取り組む花壇・ 

教材園活動の工夫 

  ・クリーン活動の推進 

 

B 

3.2 

 

B 

3.2 

 

 

◎教材園は、とても意欲的に世話をすることができた。 

◎定期的に花壇の整備が行われた。校庭の除草作業にも一生懸

命取り組む様子が見られた。 

 

☆教材園については、来年度以降も外部ボランティアや地域の

方とも協力して取り組めるよう積極的に働きかける。 

 

 

 

 

②キャリア

教育の充

実 

○年間指導計画に基づいた指導の

実践と充実が図られたか。 

・キャリア教育との連携を図った

各教科・各領域・学校行事等の

実践。 

・係・当番活動・委員会活動の活 

性化 

・キャリアパスポートの活用 

 

B 

3.3 

 

B 

3.1 

 

◎委員会活動では、少ない人数でも上手に活動を行うことがで

きた。 

◎年間指導計画に基づき、実践できている。自主的に取り組む

姿も見られた。 

☆少ない人数でも委員会活動が充実できるように、活動内容を

精選していく。 

☆各種行事については、年間指導計画に基づいて、各委員会の

児童が見通しを持って主体的に取り組めるようにする。 

 

５ 

 

学

校

経

営 

・ 

施

設

設

備 

❶安全管理

の徹底 

○施設設備・通学路の安全管理を行 

えたか。 

 ・安全点検の実施と措置 

 ・通学路を含む防犯安全パトロー 

ルの実施 

 

A 

3.5 

 

A 

3.5 

◎計画的に安全点検をしっかり行い、教室内で危険と感じた箇

所に関しては、報告・改善が行えた。 

◎安全点検後、的確に処理し安全管理ができている。 

☆スクールバスの乗車指導は、年度始めに行い、その後は、登

校班ごとの月に一度の反省時に担当が指導を行うようにす

る。 

☆生活部による防犯安全パトロールの報告をもとに、通学路の

状況を把握し、指導に活かす。 

★安全点検時は、児童の視点も取り入れて行うことによりさら

なる安全の徹底を図る。 

５ 学校経営・施設設備について 

 

・以前行っていた昔遊びなどを地域ボランティアの方

やおじいちゃん、おばあちゃんにも来ていただいて

やるのもよいと思われる。 

 

 

・学校ホームページの写真が小さいが、個人の顔などが 

特定されないために画素数を低くして写真を小さく 

してあることが分かった。また、ホームページの中 

で「ＰＴＡのページ」はパスコードを入力して閲覧 

が可能で、大きな写真や動画を掲載していることが 

理解できた。学校のホームページは、保護者の間でも 

好評であった。 

  

 

 

○危機管理の推進が図られたか。 

 ・予知・予防と発生時への準備 

 ・迅速な対応と危機管理意識の高 

揚  

A 

3.5 

A 

3.5 

 

◎危機管理が徹底されている。 

◎安全点検では細かいところまで目を配り、事故防止に努めて

いた。 

 

★児童指導上の諸問題や感染症対策も危機管理として捉え、未

然防止に努める。 

 ・迅速かつ的確な報告・連絡・相談を行う。 

 ・二酸化炭素測定器、加湿器、暖房機器等の点検も適宜行う。 

②地域とと

もにある

学校づく

り 

○学校公開の推進が図られたか。 

  ・学校だより等の発行・ホームペ

ージの活用 

・オープンスクールの実施 

・動画配信等、ＩＣＴを活用した 

学校公開 

A 

3.5 

 

 

A 

3.8 

 

◎学校の取り組みが分かりやすく公開されている。 

◎ホームページがこまめに更新されており、学校の教育活動に

ついて保護者や地域の方に伝えることができていた。 

◎計画に沿って、または随時必要に応じて実施されていた。 

★今後も継続して学校の様子を積極的に公開していく。 

☆オープンスクールについての検討を行う。 

 （内容、時期、日程等） 

○地域連携の取組と推進が図られ 

たか。 

 ・地域学校協働本部支部協議会と

の連携による地域協働連携活

動の推進と充実 

 ・地域連携教員を中心とした協働 

学習の推進 

B 

3.3 

 

B 

3.4 

 

◎地域の方々と連携し、授業を展開することができた。 

◎総合的な学習の時間に地域ボランティアの方からの説明を

直接受けることがとても良い機会だった。 

◎地域コーディネーターが必要書類の準備や連絡を行い、円滑

に校外学習等を行うことができた。 

☆次年度からも継続して地域の「ふるさとコミュニティー祭り」

などに協力していく。 

☆次年度からも積極的に地域の学校支援ボランティアと連携を

図っていく。 

＜例＞水泳学習指導、ミシン指導、出前授業（各教科）、校外学

習での指導、ウォーキングボランティア、スポーツ活動指導

等 

 


